
会
員
、
会
友
の
み
な

さ
ま
、
日
頃
は
、
農
業

開
発
研
修
セ
ン
タ
ー
の

運
営
に
ご
理
解
と
ご
協

力
を
い
た
だ
き
、
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

長
く
続
い
た
コ
ロ
ナ

禍
で
、
飲
食
業
や
宿
泊

業
を
中
心
に
経
済
が
大

き
な
打
撃
を
受
け
、
社

会
全
体
が
不
安
定
化
し

ま
し
た
。
会
員
、
会
友

の
み
な
さ
ま
も
、
さ
ま

ざ
ま
な
影
響
で
ご
苦
労

が
多
か
っ
た
こ
と
と
思

い
ま
す
。
何
と
か
、
力

を
合
わ
せ
て
コ
ロ
ナ
禍

を
乗
り
こ
え
て
い
き
た

い
も
の
で
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
、
当
セ

ン
タ
ー
の
研
究
会
開
催

事
業
も
困
難
な
状
況
が

続
い
て
い
ま
し
た
が
、

今
年
度
後
半
に
は
、
農

協
問
題
総
合
研
究
会
な

ど
、
会
場
と
オ
ン
ラ
イ

ン
の
「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
」

と
い
う
新
し
い
開
催
方

法
が
定
着
し
て
、
会
員

各
位
に
利
用
し
て
い
た

だ
く
環
境
が
整
っ
て
き

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
、

な
か
な
か
セ
ン
タ
ー
の

研
究
会
に
ご
参
加
い
た

だ
き
に
く
か
っ
た
遠
隔

の
会
員
の
皆
様
に
も
参

加
の
可
能
性
が
広
が
っ

た
と
、
前
向
き
に
受
け

止
め
て
い
ま
す
。
引
き

続
き
、
研
究
会
の
内
容

充
実
に
努
め
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
参
加
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

さ
て
、
こ
の
た
び
当

セ
ン
タ
ー
で
は
、
会
員
、

会
友
の
み
な
さ
ま
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
よ
り
密
接
な
も
の
に

し
て
、
セ
ン
タ
ー
事
業

を
よ
り
身
近
に
感
じ
て

い
た
だ
く
た
め
の
試
み

と
し
て
、
「
セ
ン
タ
ー

だ
よ
り
」
を
発
行
す
る

こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

セ
ン
タ
ー
事
業
の
様
子

や
参
加
者
の
感
想
や
意

見
な
ど
を
随
時
掲
載
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
当
面
、
年
４
回
発

行
予
定
で
、
当
セ
ン
タ
ー

の
機
関
誌
『
地
域
農
業

と
農
協
』
と
も
ど
も
、

ご
利
用
い
た
だ
け
れ
ば

と
存
じ
ま
す
。

当
セ
ン
タ
ー
は
一
般

社
団
法
人
で
す
が
、
会

員
、
会
友
に
利
用
し
て

も
ら
っ
て
は
じ
め
て
、

そ
の
存
在
価
値
が
発
揮

で
き
る
と
考
え
て
い
ま

す
。
そ
の
意
味
で
、
メ

ン
バ
ー
が
利
用
者
で
あ

る
協
同
組
合
の
よ
う
な

か
た
ち
を
目
指
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
み
な
さ

ま
と
の
つ
な
が
り
づ
く

り
に
、
本
た
よ
り
が
役

立
つ
こ
と
を
祈
念
い
た

し
ま
す
。

（
当
セ
ン
タ
ー
会
長
理
事

増
田
佳
昭
）

今
回
で
28
回
を
数
え

る
Ｊ
Ａ
共
済
総
合
研
究

会
が
、
10
月
25
日
（
月
）

～
27
日
（
水
）
の
日
程

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
北
は
宮
城

県
か
ら
南
は
沖
縄
県
の

13
都
府
県
25
人
（
う
ち
、

Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
参
加
13
人
）
。

全
国
か
ら
広
く
ご
参
加

い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
研
究
会
の
課
題
は
、

コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
厳
し

い
状
況
下
に
お
け
る

「
Ｊ
Ａ
共
済
３
か
年
計

画
」
の
重
点
取
り
組
み

事
項
の
総
点
検
と
、
Ｊ

Ａ
共
済
事
業
の
現
況
を

再
確
認
し
た
う
え
で
、

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を
見

据
え
た
、
こ
れ
か
ら
の

共
済
事
業
の
あ
り
方
を

探
る
こ
と
で
す
。

研
究
会
の
概
要
は
、

次
の
通
り
で
す
。

報
告
Ⅰ
で
は
、
植
村

信
保
氏
（
福
岡
大
学
商

学
部
教
授
）
が
、
コ
ロ

ナ
禍
に
お
け
る
保
険
業

界
の
動
向
（
新
た
な
健

全
性
規
制
の
導
入
、
外

部
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー

重
視
の
経
営
な
ど
）
と

Ｊ
Ａ
共
済
の
強
み
（
ラ

イ
ン
ナ
ッ
プ
の
広
さ
、

加
入
者
と
の
近
さ
、
共

済
連
の
安
定
感
な
ど
）

を
報
告
し
ま
し
た
。

報
告
Ⅱ
で
は
、
石
田

正
昭
氏
（
京
都
大
学
学

術
情
報
メ
デ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
研
究
員
・
三
重
大

学
名
誉
教
授
）
が
、

「
友
愛
（
助
け
あ
い
）

に
満
ち
た
社
会
づ
く
り

の
一
環
」
で
あ
る
と
こ

ろ
に
協
同
組
合
（
Ｊ
Ａ
）

共
済
の
価
値
が
あ
る
こ

と
、
し
か
し
「
准
組
合

員
、
員
外
の
ニ
ー
ズ
を

つ
か
み
切
れ
て
い
な
い
」

こ
と
な
ど
を
報
告
し
ま

し
た
。
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セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

「
セ
ン

タ

ー

だ

よ

り

」
創

刊

に

あ

た

っ
て

研
究
会
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト

対
面
と
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
を
併
用
し
て
開
催

令
和
３
年
度(

第
28
回)

Ｊ
Ａ
共
済
総
合
研
究
会
を
終
え
て



報
告
Ⅲ
で
は
、
深
井

裕
氏
（
共
済
連
全
国
本

部
経
営
企
画
部
長
）
が
、

次
期
Ｊ
Ａ
共
済
３
か
年

計
画
の
ポ
イ
ン
ト
を
報

告
し
ま
し
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
テ
ー

マ
は
「
ア
フ
タ
ー
コ
ロ

ナ
に
お
け
る
共
済
事
業

の
あ
り
方
を
考
え
る
」
。

座
長
は
高
田
理
氏

（
神
戸
大
学
名
誉
教
授
）
。

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
は
田

中
広
幸
氏
（
共
済
連
京

都
府
本
部
長
）
と
瀬
津

孝
氏
（
当
セ
ン
タ
ー
常

務
理
事
）
。

実
践
報
告
①
Ｊ
Ａ
ふ

く
し
ま
未
来
（
共
済
企

画
課
長
・
山
田
廣
嗣
氏
）

で
は
、
ス
マ
イ
ル
サ
ポ
ー

タ
ー
に
よ
る
窓
口
来
店

者
へ
の
提
案
力
強
化
を

図
る
た
め
に
、
そ
の
育

成
を
担
当
す
る
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
が
設
置
さ

れ
て
い
る
こ
と
な
ど
が

報
告
さ
れ
ま
し
た
。

実
践
報
告
②
Ｊ
Ａ
兵

庫
西
（
常
務
理
事
・
永

石
啓
司
氏
）
で
は
、L

a
b

l
e
t
'
s

を
活
用
し
た
保
障

点
検
活
動
の
徹
底
（
普

及
部
門
）
、
ペ
ー
パ
ー

レ
ス
・
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
等
に
よ
る
利
便
性
の

向
上
お
よ
び
事
務
手
続

き
の
効
率
化
（
保
全
部

門
）
、
取
次
業
務
の
み

を
実
施
す
る
サ
テ
ラ
イ

ト
支
店
の
導
入
な
ど
が

報
告
さ
れ
ま
し
た
。

興
味
深
い
内
容
が
報

告
さ
れ
、
活
発
な
質
疑

応
答
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

報
告
Ⅳ
で
は
、
中
村

純
誠
氏
（
全
厚
連
代
表

理
事
理
事
長
）
が
、
コ

ロ
ナ
禍
に
お
け
る
厚
生

連
病
院
の
奮
闘
振
り
や
、

厚
労
省
に
よ
る
地
域
医

療
構
想
の
問
題
点
と
そ

れ
へ
の
対
応
、
医
師
の

偏
在
対
策
、
そ
し
て
今

後
の
環
境
変
化
へ
の
対

応
に
つ
い
て
報
告
し
ま

し
た
。

報
告
Ⅴ
で
は
、
小
松

が
３
日
間
の
研
究
内
容

を
総
括
す
る
と
と
も
に
、

コ
ロ
ナ
後
の
地
域
社
会

づ
く
り
に
、
Ｊ
Ａ
や
Ｊ

Ａ
共
済
が
ど
う
関
わ
り

続
け
る
べ
き
か
を
軸
に
、

Ｊ
Ａ
共
済
の
未
来
戦
略

を
提
起
し
ま
し
た
。

（
Ｊ
Ａ
共
済
総
合
研
究
会

企
画
委
員
主
査

長
野
県

農
協
地
域
開
発
機
構
研
究

所
長
・
岡
山
大
学
名
誉
教

授

小
松
泰
信
）

12
月
１
日
（
水
）
～

３
日
（
金
）
の
２
泊
３

日
と
い
う
長
丁
場
の
研

究
会
を
こ
の
程
終
え
ま

し
た
。
今
回
の
参
加
者

は
、
北
は
北
海
道
か
ら

南
は
鹿
児
島
県
の
22
都

道
府
県
50
人
（
う
ち
、
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令
和
３
年
度(

第
50
回)

農
協
問
題
総
合
研
究
会
を
終
え
て



Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
で
の
ご
参
加

33
人
）
と
、
全
国
か
ら

広
く
ご
参
加
い
た
だ
き

ま
し
た
。
通
算
回
次
は

50
回
を
数
え
、
半
世
紀

の
歴
史
の
重
み
を
感
じ
、

大
変
感
謝
申
し
上
げ
る

次
第
で
す
。

今
回
の
研
究
会
は
、

直
近
の
早
期
警
戒
制
度

見
直
し
（
農
水
省
監
督

指
針
の
見
直
し
）
に
も

触
れ
つ
つ
、
先
般
の
第

29
回
Ｊ
Ａ
全
国
大
会
決

議
で
向
こ
う
３
カ
年
の

活
動
方
針
（
10
カ
年
後

の
め
ざ
す
姿
）
が
措
定

さ
れ
た
こ
と
を
睨
み
、

改
め
て
Ｊ
Ａ
の
経
営
構

造
改
革
の
方
向
性
を
探

る
こ
と
を
狙
い
に
開
催

し
ま
し
た
。

３
日
間
の
研
究
会
で

は
、
研
究
者
と
実
践
家

か
ら
の
５
つ
の
報
告
と
、

２
日
目
に
は
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
を
設
定
、
①
Ｊ
Ａ

常
総
ひ
か
り
と
②
Ｊ
Ａ

え
ひ
め
南
（
愛
媛
県
）

か
ら
の
実
践
報
告
と
現

場
（
Ｊ
Ａ
兵
庫
六
甲
）

の
実
践
家
か
ら
の
コ
メ

ン
ト
を
も
と
に
活
発
な

討
論
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

紙
幅
の
関
係
で
全
て

を
ご
紹
介
で
き
ま
せ
ん

が
、
内
容
の
一
旦
を
振

り
返
る
と
、
報
告
Ⅰ
で

は
、
新
山
陽
子
氏
（
立

命
館
大
学
教
授
・
京
都

大
学
名
誉
教
授
）
か
ら
、

今
求
め
ら
れ
て
い
る
農
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先
の
衆
議
院
選
挙
前

に
、
財
務
事
務
次
官
の

バ
ラ
マ
キ
政
策
批
判
論

が
世
に
注
目
さ
れ
た
。

財
源
問
題
を
先
送
り

し
た
各
党
の
大
規
模
な

財
政
出
動
論
や
減
税
論

は
、
財
政
再
建
を
悲
願

と
す
る
財
務
省
ト
ッ
プ

に
と
っ
て
は
見
過
ご
し

で
き
な
い
こ
と
で
あ
っ

た
。国

・
地
方
の
長
期
債

務
残
高
が
２
０
２
１
年

度
末
で
１
２
１
２
兆
円

と
見
込
ま
れ
て
お
り
、

11
年
度
末
が
８
９
５
兆

円
で
あ
る
か
ら
、
こ
の

10
年
間
は
年
平
均
32
兆

円
の
規
模
で
増
え
続
け

て
き
た
こ
と
に
な
る
。

特
に
20
年
度
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
対
策
で
第
３

次
補
正
後
予
算
案
で
は

当
初
予
算
の
１
０
３
兆

円
か
ら
１
７
８
兆
円
に

膨
張
し
、
公
債
依
存
度

は
一
挙
に
６
４
・
１
％

に
上
昇
し
た
。
当
年
は

各
国
と
も
財
政
規
模
を

大
幅
に
拡
大
さ
せ
た
の

だ
が
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
の
対
Ｇ

Ｄ
Ｐ
債
務
残
高
比
（
％
）

の
国
際
比
較
で
は
、
イ

タ
リ
ア
１
６
１
、
ア
メ

リ
カ
１
３
１
、
フ
ラ
ン

ス
１
１
９
、
ド
イ
ツ
73

に
対
し
て
、
日
本
は
２

６
６
と
突
出
し
て
い
る
。

国
家
債
務
の
膨
張
は
、

連
年
の
基
礎
的
財
政
収

支
の
赤
字
に
よ
る
。
当

初
予
算
で
そ
の
赤
字
幅

が
過
去
最
大
で
あ
っ
た

の
は
12
年
度
の
25
兆
円

で
、
そ
れ
以
降
、
減
少

傾
向
で
推
移
し
て
19
、

20
年
度
で
は
９
・
５
兆

円
前
後
ま
で
に
低
下
し

て
い
た
。
そ
れ
が
、
21

年
度
の
当
初
予
算
１
０

７
兆
円
で
は
20
兆
円
に

増
え
、
「
ワ
ニ
の
口
」

（
歳
出
と
歳
入
の
格
差
）

は
さ
ら
に
開
い
た
。

こ
れ
ま
で
、
超
低
金

利
の
金
融
環
境
下
で
国

債
の
利
払
費
は
、
発
行

額
の
増
大
に
も
関
わ
ら

ず
こ
の
10
年
く
ら
い
は

年
８
兆
円
前
後
に
抑
え

ら
れ
て
き
た
。
但
し
、

い
よ
い
よ
限
界
が
見
え

て
き
た
よ
う
だ
。

21
年
の
11
月
下
旬
、

米
国
Ｆ
Ｒ
Ｂ
議
長
に
現

職
の
パ
ウ
エ
ル
氏
の
再

任
が
確
定
す
る
と
、
利

上
げ
を
見
越
し
て
為
替

市
場
で
は
円
安
が
進
ん

だ
。
パ
ウ
エ
ル
議
長
は
、

予
定
通
り
に
量
的
緩
和

の
縮
小
を
実
施
す
る
と

見
ら
れ
て
い
る
。
そ
の

場
合
、
日
銀
が
量
的
緩

和
策
を
続
け
れ
ば
円
安

の
加
速
に
よ
り
、
現
状

の
輸
入
財
の
高
騰
に
拍

車
を
か
け
て
コ
ス
ト
プ
ッ

シ
ュ
型
イ
ン
フ
レ
が
高

進
す
る
で
あ
ろ
う
。
一

方
、
こ
れ
ま
で
実
質
的

に
財
政
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス

を
続
け
て
き
た
日
銀
は
、

緩
和
縮
小
で
金
利
を
上

昇
さ
せ
れ
ば
低
金
利
で

の
国
債
消
化
が
不
可
能

に
な
り
、
利
払
費
の
急

増
で
国
家
財
政
の
破
綻

が
現
実
性
を
帯
び
て
く

る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、

超
弩
級
の
大
震
災
が
来

る
前
に
す
で
に
日
本
経

済
は
「
沈
没
」
し
か
ね

な
い
。

米
国
Ｆ
Ｒ
Ｂ
や
Ｅ
Ｕ

中
央
銀
と
は
対
照
的
に
、

実
現
不
可
能
と
自
認
し

て
い
る
物
価
目
標
を
掲

げ
続
け
、
財
政
フ
ァ
イ

ナ
ン
ス
で
国
家
債
務
の

膨
張
を
放
任
し
、
金
融

緩
和
の
出
口
策
に
黙
秘

を
続
け
て
い
る
日
銀
の

罪
過
は
大
き
い
。
与
党

に
は
先
の
現
職
官
僚
の

政
策
批
判
を
非
難
す
る

政
治
家
も
い
た
が
、
我
々

は
国
家
財
政
の
不
都
合

な
真
実
に
目
を
背
け
て

は
な
ら
な
い
。

（
当
セ
ン
タ
ー
客
員
研
究

員
・
新
潟
大
学
名
誉
教
授

青
柳
斉
）

時

論

国
家
財
政
の

不
都
合
な
真
実



産
物
の
公
正
価
格
の
実

現
と
農
家
所
得
向
上
の

た
め
の
食
料
政
策
の
必

要
性
、
地
域
圏
フ
ー
ド

シ
ス
テ
ム
の
重
要
性
が

強
調
さ
れ
ま
し
た
。
報

告
Ⅲ
で
は
、
田
代
洋
一

氏
（
横
浜
国
立
大
学
名

誉
教
授
）
か
ら
、
「
農

協
改
革
」
圧
力
下
で
も

総
合
経
営
堅
持
を
選
択

し
た
わ
が
国
総
合
農
協

自
ら
が
そ
の
「
将
来
像
」

の
再
構
築
を
強
く
求
め

ら
れ
て
い
る
と
し
、
①

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
へ
の
対
応
、
②
ビ
ジ

ネ
ス
モ
デ
ル
の
刷
新
、

③
組
織
再
編
（
１
県
１

Ｊ
Ａ
構
想
の
評
価
を
含

む
）
の
３
つ
の
視
点
か

ら
Ｊ
Ａ
の
展
開
方
向
が

提
起
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
は
、
テ
ー
マ
を
「
徹

底
討
論

持
続
可
能
な

経
営
基
盤
を
ど
う
確
立
・

強
化
す
る
か
」
と
設
定

し
、
座
長
に
は
小
松
泰

信
氏
（
長
野
県
農
協
地

域
開
発
機
構
研
究
所
長
・

岡
山
大
学
名
誉
教
授
）

に
ご
協
力
願
い
ま
し
た
。

実
践
報
告
①
で
は
支
店

や
事
業
所
の
再
編
経
過

と
そ
の
成
果
を
中
心
に
、

実
践
報
告
②
で
は
金
融

店
舗
・
生
活
店
舗
の
再

編
（
移
動
購
買
車
の
導

入
）
や
産
地
振
興
（
柑

橘
）
の
取
り
組
み
を
中

心
に
将
来
を
見
据
え
た

改
革
の
取
組
事
例
が
報

告
さ
れ
ま
し
た
。
討
論

で
は
支
店
再
編
が
焦
点

の
１
つ
と
な
り
、
組
織

活
動
拠
点
の
あ
り
方
や

教
育
文
化
活
動
の
拠
点

の
あ
り
方
を
め
ぐ
っ
て

意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し

た
。最

後
の
報
告
Ⅴ
で
は
、

増
田
佳
昭
氏
（
当
セ
ン

タ
ー
会
長
、
立
命
館
大

学
教
授
・
滋
賀
県
立
大

学
名
誉
教
授
）
か
ら
、

Ｊ
Ａ
の
「
経
営
基
盤
の

確
立
・
強
化
」
は
、
短

期
的
・
中
期
的
・
長
期

的
と
い
う
３
つ
の
視
点

か
ら
課
題
を
見
極
め
、

Ｊ
Ａ
経
営
の
収
支
バ
ラ

ン
ス
を
確
保
し
つ
つ
、

新
し
い
事
業
モ
デ
ル
の

構
築
を
目
指
す
べ
き
と

提
起
さ
れ
ま
し
た
。
さ

ら
に
、
組
合
員
置
き
去

り
の
改
革
に
注
意
喚
起

し
、
組
合
員
と
の
「
つ

な
が
り
志
向
の
経
営
」

と
「
組
合
員
政
策
」
の

必
要
性
を
提
起
し
、
研

究
会
の
全
体
を
総
括
さ

れ
ま
し
た
。

（
当
セ
ン
タ
ー
常
務
理

事
・
主
席
研
究
員

瀬

津
孝
）

令
和
４
年
１
月
20
日

（
木
）
か
ら
21
日
（
金
）

ま
で
京
都
Ｊ
Ａ
ビ
ル
で

開
催
し
ま
す
（
Ｚ
ｏ
ｏ

ｍ
で
の
参
加
も
可
能
）
。

報
告
は
、
「
地
域
金
融

の
未
来

－

ア
フ
タ
ー
コ

ロ
ナ
を
見
据
え
て

－

」

橋
本
卓
典
氏
（
共
同
通

信
社
）
、
「
『
不
断
の

自
己
改
革
』
と
わ
が
国

総
合
農
協
の
将
来
像
」

増
田
佳
昭
氏
（
滋
賀
県

立
大
学
名
誉
教
授
）
ほ

か
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は

「
徹
底
討
論

経
営
構

造
改
革
下
に
お
け
る
信

用
事
業
戦
略

－

ア
フ
タ
ー

コ
ロ
ナ
を
見
据
え
て

－

」

を
テ
ー
マ
に
宗
欣
孝
氏

（
Ｊ
Ａ
福
岡
市
）
ら
か

ら
の
実
践
報
告
を
も
と

に
討
論
し
ま
す
。
申
込

期
限
は
、
１
月
13

日

（
木
）
。
参
加
費
は
会

員
４
１
，
０
０
０
円
、

非
会
員
５
２
，
０
０
０

円
。

令
和
４
年
２
月
１
日

（
火
）
か
ら
３
日
（
木
）

ま
で
京
都
Ｊ
Ａ
ビ
ル
で

開
催
し
ま
す
（
Ｚ
ｏ
ｏ

ｍ
で
の
参
加
も
可
能
）
。

報
告
は
、
「
わ
が
国
農

政
が
も
た
ら
す
国
家
存

亡
の
危
機
」
鈴
木
宣
弘

氏
（
東
京
大
学
大
学
院
）
、

「
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に

お
け
る
農
協
の
販
売
戦

略
を
考
え
る
」
戸
田
和

久
氏
（
Ｊ
Ａ
全
農
）
ほ

か
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は

「
徹
底
討
論

産
地
振

興
と
担
い
手
づ
く
り
を

ど
う
す
す
め
る
か

－

地

域
農
業
振
興
計
画
の
策

定
と
実
践

－

」
を
テ
ー

マ
に
三
角
修
氏
（
Ｊ
Ａ

菊
池
）
、
赤
瀬
祐
三
氏

（
Ｊ
Ａ
お
ち
い
ま
ば
り
）

か
ら
の
実
践
報
告
を
も

と
に
討
論
し
ま
す
。
申

込
期
限
は
、
１
月
25
日

（
火
）
。
参
加
費
は
会

員
４
５
，
０
０
０
円
、

非
会
員
６
２
，
０
０
０

円
。

そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
会
の

詳
細
は
、ht

t
p
s
:
/
/
a
g
r

i
d
tc

.
o
r
.
j
p
/n

i
t
t
e
i.

h

tml

に
掲
載
。

ほ
か
に
も
３
月
に
農
政

問
題
を
テ
ー
マ
に
緊
急

特
別
研
究
会
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

今
年
度
よ
り
新
た
な

情
報
媒
体
と
し
て
「
セ

ン
タ
ー
だ
よ
り
」
を
発

刊
い
た
し
ま
す
。
気
軽

に
ご
覧
い
た
だ
け
る
よ

う
、
今
後
は
、
当
セ
ン

タ
ー
の
事
業
内
容
な
ど

の
情
報
や
農
業
情
勢
に

関
す
る
読
み
物
を
掲
載

し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

（
当
セ
ン
タ
ー
研
究
員

Ｔ
）

第１号 セ ン タ ー だ よ り 令和３年１２月２４日

編
集
後
記

研
究
会
開
催
の
ご
案
内

Ｊ
Ａ
金
融
問
題
研
究
会

地
域
農
業
振
興
に

関
す
る
研
究
会


